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は
と
く
に
、ζ
れ
を
人
一

色
と
〉
ず
る
乙
と
な
く
…

去
な
劫
火
繋
妥
少
…

し
で
も
忌
く
つ
く
む
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
努
ガ
し
て
下
さ
い
。

県
下
で
は
防
火
地
域
の

指
定
役
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
は
横
浜
と
川
崎
の

こ
大
市
だ
け
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
岳
地
て
も
平

塚
市
中
心
街
の
密
集
度

は
非
常
に
た
か
い
も
の

で
、
県
下
有
数
の
大
火

危
険
地
域
で
あ
る
と
い

え
、
防
火
飽
域
指
定
に

か
け
る
招
待
は
大
吉
な

訪
の
が
あ
り
ま
す
。
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一
に
似
合
っ
た
シ
ャ
ッ
ポ
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
が
、
と
つ
で
し
ょ

h弐

国
一
で
み
る
と
、
わ
た
し
な
ぞ
は
、
言
う
な
れ
ば
、
今
流
い
シ
ャ
ッ
ポ
と
し
て
、
ベ
レ
i
E
9

盤
文
一
行
の
ベ
レ

i

閥
み
た
い
な
も
の
で
、
ひ
ょ
い
と
頭
の
な
ぞ
と
、
の
ん
き
な
こ
と
を
喬
一
き
ま
し
た
が
、

山
町
一
上
に
の
り
か
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
、
ま
ア
れ
も
、
昭
和
三
十
三
年
度
の
当
初
宇
野
如
、
真
訓

同
計
四
問
屋
ニ
日
の
識
のNR
K
で
、
わ
た
ζ
ん
な
意
味
のζ
と
を
み
地
べ
た
わ
け
で
す
。
鳥
打
結
つ
慎
鍾
な
審
議
の
結
媛
、
無
事
可
決
さ
れ
ま
し
九

〈
し
は
二
、
一
ニ
の
設
問
に
こ
た
え
た
放
送
を
い
た
し
は
ち
ょ
い
と
岳
が
わ
る
い
し
、
お
か
ま
慢
で
は
な
お
で
、
震
は
、
市
長
乙
の
と

ζ
ろ
ほ
っ
と
一
ト
息
、

ま
し
た
。
聴
援
さ
れ
た
市
民
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
下
品
で
し
ょ
う
し
、
ま
さ
長
ス
ポ
ー
ツ
摺
ば
か
り
し
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
予
算
を
御
検
討
下

J

す
か
、
ベ
レi
鰭
市
長
総
と
い
う
の
が
二
七
の
資
問
よ
ヅ
ち
う
か
ぶ
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

ω
盛
田
帽
も
ま
ば
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
今

E
度
乙
そ
、
実
質
十

で
あ
D

ま
し
光
。
市
長
な
ん
で
も
の
は
、
光
と
え
ば
さ
か
か
ぶ
れ
ま
い
し
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
も
庶
民
的
で
解
治
の
最
終
年
度
、
い
わ
ゆ
る
健
全
賭
政
基
繰
由

シ
ヤ
γ

ポ
み
た
い
な
も
の
で
、
な
け
り
ゃ
な
く
て
も
は
な
い
。
ソ
フ
ト
も
い
い
が
、

ζ
れ
に
は
現
や
費
で
の
、
一
行
川
市
政
の
ヤ
マ
で
あ
り
ま
す
。
赤
字
の
却

す
む
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ζ

乙
に
現
今
は
ノ
ン
注
文
も
あ
白
ま
し
ょ
う
。
ダ
ン
デ
イ
で
、
ス
マ
ー
ト
に
よ
っ
亡
わ
が
平
塚
市
を
正
常
な
湾
政
の
軌
道
戸

-
@
ハ
ッ
ト
叫
吋
枠
内
で
、
旧
帽
子
は
あ
ま
り
は
や
ら
な
い
一
時
な
、
そ
し
て
女
佑
的
で
庶
民
的
な
、
気
軽
ば
頭
の
上
せ
る
こ
と
を
お
約
束
し
た
わ
た
く
し
と

L
て
は
、

防
毒
襲
警
域
内
一
室
。
し
か
し
、
地
方
自
治
体
語
、
シ
ャ
ッ
ポ
が
へ
横
か
ぶ
り
し
て
お
か
し
く
な
い
ベ
レ
!
稿
、
何
か
な
る
顕
著
も
お
そ
れ
ず
一
章

一
な
い
と
恰
綬
が
つ
か
な
い
、
と
す
れ
ば
、
自
分
の
讃
だ
か
、
ベ
レ

i

隠
の
笈
夜
を
し
て
い
る
み
た
い
で
す
決
議
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ベ
レ
i

ボ
i

市
長
議

一一平塚の人口一一
総人口 103.190入

世帯数 21. 715 

総街穣 67. 97Km2 

人口密度 1. 518人

官官月に比べて 23j世帯の増
加、 135人の減少。 I

(4 月 1 日しらベ)

金
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ど
二
一

町
議
、
、
字
、
乙
の
ま
い
っ
た
か
た
ち
、
つ
ま
り
い
い
ぎ
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
あ
な
か
ろ
う
か
。

f
一
一
う
霊
童
わ
な
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
う
。
も
っ
と
つ
ね
か
ら
、
震
の
声
童

橋
一
く
な
っ
た
な
ら
、
乙
ん
な
こ
と
墨
田
ー
っ
と
、
「
あ
い
つ
き
反
対
の
霊
童
文
れ
る
信

、
有
も
っ
と
よ
い
鈎
ゑ
あ
ほ
う
か
」
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
必
要
で
は
な
い
か
し
ら
。

C

い
社
会
に
な
る
だ
〆
進
歩
し
た
混
在
の
「
姿
」
を
こ
ふ
で
小
学
校
の
持
分
か
ら
、
反
対
語
を
教

る
っ
か
し
ら
?
こ
の
よ
う
一
な
こ
と
を
は
言
た
い
。
え
ら
れ
て
い
る
我
々
に
し
て
は
、
実

考
え
る
の
は
政
治
家
に
、
い
や
私
逮
現
在
の
政
治
は
結
果
的
に
見
て
、
単
柱
金
に
出
会
っ
て
の
「
廃
語
」
の
活

に
「
着
物
を
品
開
設
、
案
外
忘
れ

立
と
い
う
ζ

と
政
治
の
朝
一
手
を
育
て
る
議
ち
ゃ
っ
て
い
る
の

に
な
る
か
し
ら
?
で
は
な
い
か
。
も

そ
れ
な
、
伊
七
三
額
単
に
は
望
め
な
い
に
、
一
つ
の
原
点
(
政
治
家
逮
)
の
っ
と
よ
D
多
く
の
人
に
よ
れ

ν
多
く
の

こ
と
だ
がi
・e
e
-
-し
か
し
私
一
漢
の
子
連
続
だ
け
と
言
い
得
る
と
も
思
つ

ο
C

と
を
伝
え
、
多
く
の
人
の
多
く
の

供
の
頃
と
く
ら
べ
る
と
、
若
く
新
レ
頂
点
の
連
続
と
選
挙
と
。
次
の
選
挙
意
見
を
人
々
に
知
ら
せ
そ
こ
か
ら
相

い
世
代
の
人
達
と
婦
人
遼
と
か
加
つ
ま
で
の
簡
の
ま
た
、
ま
あ
な
ん
と
雷
互
に
引
出
さ
れ
た
商
品
見
を
罰
け
ば
、

て
、
政
治
安
必
着
を
決
め
る
選
ぴ
手
う
物
静
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。
一
一
存
に
厳
し
く

ι
も
、
人
々
が
よ
り
強
い
政

が
打
っ
て
変
っ
て
き
て
い
る
と
忠
一
夜
桜
田
年
に
一
度
か
の
ス
ト
リ
ッ
治
の
加
担
者
と
な
る
と
潔
う
。

う
。
ζ
の
事
実
は
設
も
が
肯
定
し
得
プ
と
さ
え
思
え
る
。
新

U
い
世
代
の
煎
広
報
委
員
会
委
長
長

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
攻
治
会
体
、
を
と
与
え
、
政
治
に
つ
な
ぎ
と
め
官
閥
横
簿

ヤ
ム
費
七O
万
円
あ
まD

相
幅
員
六
米
会
長
八
二
ハ
五
米

時
期
市
八
叫
干
の

一
年
生
、
新

鼻
織
に
、
む
を

主
き
め
か
す

小
学
症
な
ど

、
毎
年
乙
の

際
競
か
ら
ち
い
さ
い
ヤ
ず
の
窓
通
事
故
が

多
く
な
担
、
変
体
み
が
終
る
乙
ろ
ま
で

笠
と
く
に
注
意
が
盟
中
ま
れ
る
と
の
を
で

懇
ニ7
0

俊
一
一
昨
年
は
子
供
の
交
通
事
故
が
県
下
で
一

羽
一
七
六
二
件
を
受
霊
と
し
て
死
亡

s
一
ず
る
割
合
が
た
か
く
、
金
交
通
事
故
宛

く
r一
の
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
一
一
一
一
オ
宋
織
の

一
子
供
が
占
め
た
、
と
い
う
お
ぞ
ろ
し
い

一
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
一
と
く
に
通
い
な
れ
な
い
幼
胞
に
は
い
ち

同
一
ば
ん
大
切
な
お
勉
議
の
一
つ
と
し
て
、

足
一
教
室
壱
も
家
庭
で
も
正
し
い
突
通
を
教

ι
一
ぇ
、
ま
笠
察
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
一

山
山
一
て
下
さ
い
。
一

1
J一
扇
動
車
を
運
転
す
る
入
も
恭
行
者
も
そ
ヤ

ー
一
れ
ぞ
れ
の
立
場
季
供
の
同
議
事
故
を

器
開
防
ぐ
よ
う
協
力
し
て
下
さ
い
。
事
故
の
一

原
因
を
多
い
胴
酬
に
あ
げ
て
見
ま
す
と
、
問

ンコ鰯醐ト
臨幽 3 瞳蝿ト

TEL2 告 3.184 告

匂五もむ



一
が
普
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
喜
一
え
き
と
は
襲
で

Z

、
混
乱
が
お
一

一
が
多
く
、
そ
の
後
童
謡
ゃ
い
嶺
綴
の
一

ζ

る
の
は
匡
景
て
い
ま
す
。
一
窓
口
手
数
料
改
正

勢
妄
い
混
乱
待
望
す

C
し
主
義
っ
て
一
き
遅
々
に
切
替
え
を
す
る
喜
が
一

i
i
s
i
l
l
i
-
-

5

一
い
ま
す
。
一
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
℃
ぎ
る
と
こ
一
同
一
月
一
日
か
ら
市
の
宇
数
料
を
一
部
改
一

7

一
い
よ
い
よ
乙
歯
車
ら
平
一
塚
市

2

ポ
ン
ド
法
は
昭
和
一
一
一
十
三
年
十
一
一
塁
一
一
と
こ
ろ
が
最
廷
で
は
世
界
的
に

j
L
Z
2
メ
ー
ト
ル
を
昔
、
や
が
て
一
正
し
ま
し
た

-
E

窓
口
頭
婦
の
一

第
一
義
穣
ほ
と
ん
ど
の
積
算
、
一
せ
い
十
一
白
ま
で
し
か
使
用
で
き
な
い
と
き
一
主
主
み
は
じ
め
、
こ
の
き
で
は
一
法
で
定
め
た
切
替
震
が
き
た
と
き
は
一
主
は
護
金
で
お
瀕
い
し
ま
す
一

一
に
メ
ー
ト
ル
襲
使
つ
て
の
売
買
を
は
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
白
鴎
の
方
針
と
し
一
霊
や
誌
の
思
議
に
お
く
れ
を
と
る
一
す
で
に
、
事
奨
上
の
切
替
芸

γ
し
て
一
改
主
苧
惑
は
一
話

一
語
、
計
量
産
の
〆
!
ト
ル
化
へ
第
て
壁
一
月
宮
皇
は
メ
ー
ト
ル
法
例
お
そ
れ
も
雲
さ
れ
る
よ
う
に
な
白
一
室
健
全
部
の
人
が
メ
ー
ト
ル
法
を
一
聖
書
@
諮
童
話
雪
量
@
一
方

一
五
を
ふ
み
だ
し
使
っ
て
い
る
よ
う
一
裏
話
会
議
業
住
所
の
詰
@
一
草

百
i
市
売
買
今
月
か
ら
一
薄
弱
替
え
パ
計
れ
れ
り
一
時
持
続
品
開
一
一
一

翌
日
日
開
日
品
目
売
方
だ
け
で
な
く
買
手
に
も
努
力
を

P
5
一
詰
詰
前
日
同
一
れ

物
一
か
い
あ
っ
て
各
計
阜
県
に
く
れ
る
業
一
一

j

開
一
弓
時
訪
日
昨
日
は
一
十
時
ト
ル
ょ
っ
と
き
め
ら
れ
て
い
一
月
日
誌
日
引
を
一
関
抗
日
官
射
性
五
十
即
時
間
軒
下
繁
一
時

恥
耕
一
北
お
切
替
え
が
重
量
た
も
の
一
日
本
の
メ
ー
ト
ル
法
縦
一
覇
の
お
乙
一
し
か
し
い
く
ら
メ
ー
ト
ル
法
の
教
書
一
佑
は
ぐ
っ
毒
め
ら
れ
る
と
期
待
さ
化
一
寝
室
用
紙
一
枚
に
つ
い
て
五

O
月
一U
U

〈
一
手
。
ζ
の
誤
げ
の
努
力
に
対
し
て
す
笹
口
ア
\
大
五
十
年
に
さ
か
の
ぼ
白
一
室
と
ど
き
、
棄
し
た
と
い
っ
て
も
一
塁

j
i

レ
襲
用
ま
で
に
あ
と
一
と
な
り
ま
し
た

l
ζ
の
ほ
か
の
苧
重
一h
立

一
容
の
立
誠
に
あ
る
家
庭
史
雪
、
ぉ
一
手
。
と

D

震
は
ま
だ
、
メ
ー
ト
ル
法
一
長
い
簡
に
携
に
つ
け
善
事
急
に
か
一
八
カ
丹
、
早

ι
い
な
れ
て
下
さ
い
。
一
は
い
ま
ま
で
ど
お

D
で
す
。

一
一
闘
で
の
お
貨
物
は
メ
ー
ト
ル
法
単
位
を

一
使
っ
て
む
く
い
る
よ
う
隠
っ
て
や
み
ま
一

一
せ
ん
。
一

一
践
報
の
と
お
D

来
年
一
月
一
白
か
ら
私
一

弥
一
連
の
日
常
計
量
が
す
べ
て
メ
ー
ト
ル
法
一

;
一
に
切
費
え
ら
れ
ま
す
。
一

一
計
量
法
(
紹
和
川
崎
年
成
立
)
で
は
、
わ
一

3

一
が
留
の
計
量
単
位
は
す
べ
て
〆

1

ト
土

曜
一
法
ま
た
は
こ
れ
か
ら
導
か
れ
た
も
の
に
一

一
よ
る
と
き
め
ら
れ
、
尺
貫
法
や
ヤ
ー
ド
一

、b主》く毎JHO日発行〉昭和 33年 4 怠 1 む箆(P3) 

JI,. 

yzポンドココO白 227キログラム (kg)

l 米ト γ工=0.9072 (t) 

1 英ト Y=1.Olp ト Y (t) 

1 葉=3.75キログラム (kg)

16貫=60.00キログラム (kg)

100匁=375グラム (g)

200匁=750グラム (g)
芭

300匁=1125グラム (g)

500匁口1875 グラム (g)

震

も

1 インチ=25.4 ミリメートノレ (mm)

1 ブートロ古田 3048 (出〉

1 ヤード〈ヤ{ノレ) =0.9144メー

>>]ル
阻
ん

m
ん
m

ト
〈
ト
(
ト
(

メρ
O
 J一

、
ノ

〆
t
、

ド
ιヤ

da‘ 

1 尺=0.303 メートノレ (m)

2 尺=0.606メートノレくm)

3 尺:司官09 メートノレ (m)

5 尺〈間〉口1. 818メートノレ (m)

12尺(間) =3.636 メートノレ (m)

町ロ109 メートノレ(血〉

皇己主3.927キロメートノレ (km)

2 ヤード( '" )口1. 83 メ

3 ヤード〈 ク 〉ロ2‘ 74 メ

メ

長

さ

一
、
仲
官
民
地
域
内
準
土
築
地
一
一
、
往
嵐
山
地
域
内
抽
出
ヱ
繋
池

田
弘
文
は
工
業
地
域
内
七

O
%
一
域
文
は
、γ巣
地
域
内
は
六

一
寸
商
業
地
域
戒
に
指
定
の
一

O
封
。
二
、
商
業
地
域
並
に

一
な
い
地
域
は
宵
ハ

Q
出
一
指
定
の
な
い
臨
時
聞
は
七
σ
%

一
一
一
一
端
初
火
滑
指
定
地
域
内
は
一
一
一
一
、
紡
火
帯
の
指
定
は
出
来

一
い
ず
れ
も
一oυ封
建
察
出
一
な
い

来
る
一

一O
O芸
設
上
の
泊
町
時
間
数
…
)
以
上
変
革

8
平

は
主
要
構
造
郡
北
に
朴
墜
爾
一
方
米
以
上
の
盛
物
は
耐
火
構

火
M構
造
、
其
の
他
の
建
物
は
一
遇
、
そ
の
他
の
同
盟
駒
は
延
焼

外
壁
爾
火
一
階
単
一
の
慮
あ
る
部
門
サ
は
外
壁
評
婆

玄
む
平
方
米
以
内
の
平
家
出
陣
一
を
防
火
棚
田
造
と
す
る

の
附
属
穣
努
物
は
軒
男
外
壁

争
窃
火
構
造

戸
店
聞
の
慮
れ
あ
る
部
骨
は
窃
一

火
山
戸
を
付
け
る
一
一

越
築
杓
一
回
上
に
設
け
る
も
の
一
一

及
地
上
三
一
末
以
上
の
普
及
は
一
一

不
燃
判
明
斜
で
造
る
一
一

二
米
以
上
の
門
塀
は
不
燃
松
一
一

斜
で
造
る
一
一

外
壁
樹
氏
構
造
の
建
物
は
隣
一
一

地
境
界
に
務
レ
て
も
良
い
一
一

同
仲
間
盟
、
内
壁
及
軒
苗
置
が
防
火
一
一

構
造
の
建
築
物
で
増
築
改
築
一
一

後
階
数
ぢ
以
下
で
一
語
由
積
一
一

が
五
O
O平
方
米
を
越
へ
な
同
一

い
建
物
は
五O
平
方
来
以
内

の
増
改
築
が
出
来
る

宅
地
評
価
額
五
パ
i

セ
ン
ト
-
増
で

今
年
度
、
襲
撃
の
評
価
額
事
官
、
宅
地
で
昨
年
度
の
芙
i
セ
ン
一
さ
い
。

ト
培
、
家
屋
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
再
寵
が
き
な
わ
れ
ま
し
た
。
長
一
参
考
ま
で
に
地
?
家
賃
統
制
緩
寄

に
と
も
な
っ
て
穂
?
家
賃
が
判
官
挺
さ
れ
ま
す
。
一
算
方
法
を
諮
問
し
て
お
き
ま
す
。

F

門
統
制
緩
と
は
凶

地
守
窪
田
一
は
、
恩
義
援
税
の
も
と
で
園
祭
出
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
昨
年
度
と
本
一
統
制
額
は
指
定
期
百
に
定
め
ら
れ
た
舗

で
あ
る
霊
童
話
額
裏
脅
し
一
年
度
の
蓄
額
に
ち
が
い
が
あ
っ
た
と
て
乙
れ
を
超
え
て
重
が
常
警

き
は
当
然
か
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
一
を
受
領
交
は
契
約
で
き
ぬ
停
作
績
で

群
ν

く
は
税
務
課
一
固
定
資
産
税
係
で
綿
一
す

刊
相
談
に
応
じ
て
い
ま
ず
か
ら
櫛
利
用
下
一

;立方f尺 ~O. 0278立万メートノレいが〕

i 容 1 升=1. 8039 リットノレ(1)

1 オンス=28.35グラム(宮〉

2 オソ見出56.70グラム (g)

3 オン兄=5.05グラム (g)

8 オ γλ (Yzポ γ ド〉

5 升コ09岨 0193 リットノレ(1)

1 斗 ~180.39 リットノレ(1)

1 ガロン国3.7853 リツトノレ(1)

5 ガロ Y~18. 927 リツトノレ(1)

支
で
は
一
に

額
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
の
徴
収
方
法
か
わ
る

地
方
税
法
とζ
れ
に
伴
う
市
税
条
例
の

改
主
に
よ
っ
て
、
密
定
資
淳
一
税
と
都
市

計
画
税
の
徴
収
方
法
が
次
の
宇
つ
に
か

わ
り
ま
し
た
。

16オンス (1 "， Y ド) =453.59 7'ラム!
(g) 穣

(kg) 
1 ポ γ ドェ=0.454キログラム

に
円
骨
約
レ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
、
開
国
定
資
諜
税
と
都
市

計
頭
指
杭
は
、
一
年
間
の
税
額
が
四

O

Q
円
未
満
の
場
合
、
第
一
期
(
四

月
)
に
全
額
ま
と
め
て
約
め
て
い
た

だ
く
ζ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
一

回
o
o
m門
以
上
の
税
額
の
人
に
は
、
い
一

ま
ま
で
ど
お
り
四
月
十
日
付
で
一
年
分

の
徴
税
令
書
を
一
度
に
送
白
ま
す
。
一

乙
〉
で
お
手
も
と
に
底
く
一
徴
税

A
T盟
国
は

三
十
一
一
率
度
一
年
分
の
も
の
で
す
か
ら
一
給
食
場
去
る
三
月
十
八
罰
金
目
小

ζ
の
点
お
ま
ち
が
い
な
く
、
な
く
し
た
苧
綬
に
給
量
議
(
重
油
繁
一
喜
合
む
)

担
税
務
を
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
が
一

O
凶
万
円
で
完
工
/
住
民
し
た
。

さ

白セス

きをしく安徳な
ポスターの
御用命を/
⑨図案と印刷⑧

板、布、段ポ{ノレ、ピニール、

ポリエチレγ、鉄板、セノレロイ

ド、セロハン、ガラス、その他

鐙光再1毘1
数量し、かほどからもできます。

。御一報係員参上。
な

い
神奈中サービス・

ステーシヨン
TEL (平塚) 2355-6 

コース平塚駅集合(19.00)

藤沢駅集合(19.20)

大船駅集合(19.30)

受戟日光着@東照参拝

華厳のf電e中禅寺湖立

木観音@リウズの猿

其の他

日差万 16 日 -5 Jj 16 自

費 25∞円(諸勢)

伊勢内宮太々神楽奉納@二見浦夫婦岩日出及鳥羽風色観賞・記念写真五枚付

品i瓦盟2旦 盟主瓦 盟銀器謹
平藤大東 大大 京 東三橋智平金京二鼠旅 京奈奈春若二東大奈急二旅 二内山鳥 小大
草壁沢船ー阪華遊西十 安都 良日 一日宮 念
駅員記駅一裁長覧本コ水感関条舘 草月大仏良先館一見 行い問

其宍パ願雨 林御 Q 公夫 < 外 列せ
集合京 阪他見都民寺鐙寺院宮寺所城山車 部良麹社山堂守殿駅山浦串 涌出宮田沼車号原船
11.30 14.20 5.10 10.00 17園口o 7.20 8.32 12.12 16.18 6.00 12.46 20.10 4.19 5.07 

会費腕。開(~お品集官品主殺事官普段議官品まいます)



33 年度予算 (単位千円〉

金顔。%
1事事， 11事1 霊ヰ

122, 1111 

11私事44

5喜，事事3 !時

50，7告4 書

23，事告書 ヰ

1 書， 111 事

j 事， 685 3 

JO, 123 2 
11 , 387 2 

12,817 立

i 与 六のに 32 案る市
万玉置三時尺審議開

@ s 、

事毒草

l 

橋りょう補修工事
{副議新設工事

八幡愛甲線道路新設改良工事

大神小稲葉線 ク

土 i 人増小熊線 。
二ノ 1或線 ク

四ノ宮真土線 ク

ミ子回線飯島線 ク

道路新設改良に伴う用地質収

木 i 向上家屋その他物件移転補償料

用惑水路補修工事
枇杷橋排水路改良工事

1 号線排水路ク
0 

0 

<< 

第 75 号



道
の
問
問
回
陥
没
主
催
で
開
催
が
き

t
Dま
し
た
。
総
経
費
一
一
一
六
七
、
五

O
O丹
、
乙
の
う
ち
ニ
Q
万
一
円
を
市
が
負
強
し

ま
す
。
会
官
官
-
戸
川
市
長
@
部
会
長
岩
堀
商
工
会
議
所
全
日
開
@
間
片
山
簡
遼
金
賞
@
実
行
委
員
長
府
川
地
次
傍
議
長
。

衛
生
と
美
容
の
相
談
は

醐
嗣
捕
縄
本
援
交
番
都

電
議
吋
八
2
0
露

1:J,. 

平塚新議Jt41本店隣

電話 134む悉



CP6) 

(13) 

電
話
二
∞
二
心

の
レ
ク
リ
ェ
!
シ
ヨ
ン
に

名
物
あ
み
引
き
・
-
@

遊
船
会
が
始
ま
つ
ま
し
た

貸家。

御
開
会
せ
は

平
野
リ
サ

市
内
八
幡
一
一
一
四
六

平塚出張所

。

今

移転先平塚市新宿島7号電話1143. 1841 
本校東京。百本橋小事開館12 ノ 10 電話は変性ません


